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関
西
電
気
工
事
工
業
会
青
年

部
連
合
会
（
林
貴
靖
会
長
）
は

　

日
、
客
船
�
ビ
ア
ン
カ
�
で

２０「
第
４
回
通
常
総
会
」
を
開
催

し
た
。

　

宮
原
克
尚
幹
事
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
黙
祷
の
後
、
林
会
長

は
「
本
来
な
ら
２
、
３
歩
前
を

見
な
が
ら
進
め
る
の
が
い
い
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
半
歩

前
を
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
組
合
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

林
会
長
を
議
長
に
選
任
し
た

後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
第
１

号
議
案
・
２
０
１
３
年
度
事
業

報
告
（
朝
間
一
議
副
会
長
）
、

同
収
支
決
算
（
荻
野
浩
志
副
会

長
）
、
監
査
報
告
（
宮
�
雄
次

監
事
）
、
第
２
号
議
案
・
２
０

１
４
年
度
事
業
計
画
案
（
西
俣

佳
則
副
会
長
）
、
同
２
０
１
４

年
度
収
支
予
算
案
（
荻
野
副
会

長
）
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
の
活
動
方
針

は
次
の
通
り
（
抜
粋
）
。

　

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る

強
化

　

青
年
部
に
加
入
し
て
の
一
番

の
メ
リ
ッ
ト
は
「
会
員
同
士
の

横
の
繋
が
り
」
。
活
動
を
通
じ

て
会
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関

係
団
体
の
皆
様
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
親
会
の
会
議
で
は
都
度

活
動
報
告
を
行
い
、
親
会
の
皆

様
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
し
て

い
く
。

　

◎
組
織
基
盤
の
強
化

　

組
織
と
し
て
の
重
要
な
役
割

は
、
全
会
員
に
至
る
ま
で
情
報

を
伝
え
る
こ
と
、
情
報
を
も
と

に
組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望

を
聞
き
出
し
活
動
に
繋
げ
る
こ

と
と
考
え
る
。
情
報
ツ
ー
ル
の

活
用
や
府
県
支
部
代
表
者
会
議

の
開
催
を
も
と
に
、
皆
様
と
の

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
活
動
の
拠
点
と
な
る
各
府
県

・
各
支
部
の
活
性
に
よ
り
、
組

織
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と

考
え
る
の
で
、
府
県
・
支
部
青

年
部
事
業
の
視
察
に
も
少
し
ず

つ
取
り
組
み
、
事
業
を
通
じ
て

業
界
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
。

　

◎
全
日
電
工
連
全
国
青
年
部

協
議
会
へ
の
協
力

　

関
西
の
総
意
と
し
て
、
堀
口

相
談
役
を
全
国
青
年
部
協
議
会

会
長
と
し
て
送
り
出
し
た
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
関
西
全
体
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
堀
口
会
長
が
掲
げ

る
「
全
国
青
年
部
１
本
化
」
の

方
針
を
も
と
に
、
会
員
の
意
識

統
一
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
全
国
青
年
部
協
議
会

事
業
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
の

会
員
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
全
国
へ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
い
く
。

　

な
お
８
月　

日
、
「
第
４
回

３０

会
員
大
会
」
を
ホ
テ
ル
大
阪
ベ

イ
タ
ワ
ー
で
開
催
す
る
。

　

第
３
号
議
案
で
２
０
１
４
年

度
幹
事
追
加
選
任
の
件
で
、
和

歌
山
県
の
竹
村
克
治
氏
が
追
加

選
任
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
た
。

今
年
度
活
動
方
針
決
め
る

第４回通常総会

あ
い
さ
つ
す
る
林
会
長

司
会
を
担
当
す
る
宮
原
幹
事
長

議
案
を
報
告
す
る
上
か
ら
朝
間
副
会
長
、
荻
野
副
会
長
、
西
俣
副
会
長

監
査
報
告
す
る
宮
�
監
事

あ
い
さ
つ
す
る
竹
村
幹
事

彦
同
広
島
営
業
所
所
長
、
金
口

巌
広
島
県
議
会
議
員
、
栗
栖
重

久
（
一
財
）
中
国
電
気
保
安
協

会
広
島
支
店
支
店
長
、
増
山
譲

二
広
島
県
電
設
資
材
卸
業
協
同

組
合
事
務
局
、
高
野
広
志
東
芝

ラ
イ
テ
ッ
ク
中
国
･
四
国
電
材

営
業
部
部
長
、
出
谷
英
之
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク　

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
社
広
島
電
材
営
業
所
所

長
―
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

出
席
し
た
来
賓
の
中
か
ら
、

山
岡
中
国
電
力
部
長
が
、
「
全

国
の
原
子
力
発
電
所
が
再
稼
働

さ
れ
ず
、
電
力
事
情
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
電
力
は
、
一
定
の
予

備
力
を
確
保
で
き
る
見
込
み
だ

が
、
中
日
本
、
西
日
本
全
体
で

は
大
変
厳
し
い
需
給
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
当
社
は
中
国
地
方

の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
、
中

･
西
日
本
全
体
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
に
、
火
力
発
電
所
の
補

修
･
点
検
、
安
全
運
転
に
万
全

を
期
し
た
い
。
引
き
続
い
て
無

理
の
な
い
節
電
に
ご
協
力
を
願

い
た
い
」
と
一
層
の
協
力
を
要

請
し
て
祝
辞
を
結
び
、
式
典
に

花
を
添
え
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
組
合
員
表
彰
を
受
け
た
広
島

支
部
の
佐
木
泰
司
平
成
電
工
㈱

社
長
が
謝
辞
を
述
べ
て
式
典
は

す
べ
て
終
了
し
た
。

　

こ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
受

賞
者
を
囲
ん
だ
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。

　

最
初
に
、
中
国
電
力
広
島
営

業
所
の
谷
口
所
長
が
乾
杯
の
音

頭
を
と
り
開
宴
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
早
速
名
刺
交
換

や
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

宴
た
け
な
わ
に
は
、
梅
澤
勝

治
副
理
事
長
（
大
和
電
気
工
事

㈱
社
長
）
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
一
本
締
め
で
締
め
括

り
、
全
て
の
行
事
を
終
え
た
。

　

④
一
般
用
電
気
工
作
物
定
期

調
査
業
務
お
よ
び
電
気
給
湯
機

型
式
確
認
の
確
実
な
実
施

　

⑤
提
案
型
営
業
の
積
極
的
な

推
進

　

⑥
電
気
使
用
安
全
月
間
（
８

月
）
運
動
の
充
実

　

⑦
第　

回
技
能
競
技
大
会
の

２９

開
催
（
Ｈ　

年　

月　

日
、
広

２６

１０

２９

島
産
業
会
館
西
展
示
館
）

　

⑧
関
係
諸
官
庁
・
中
国
電
力

㈱
並
び
に
関
係
団
体
と
の
連
携

強
化

　

⑨
後
継
者
育
成
と
青
年
部
の

自
主
活
動
、
組
合
事
業
へ
の
参

加
▽
青
年
部
研
修
交
流
会
の
実

施
（
Ｈ　

年
６
月　

日
、
福

２６

１４

山
）

　

⑩
所
属
組
合
員
の
福
利
厚
生

の
充
実

　

最
後
に
、
本
計
忠
臣
副
理
事

長
が
「
先
ほ
ど
も
理
事
長
が
話

さ
れ
た
が
、
来
年
は　

周
年
と

５０

い
う
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
周

年
を
皆
様
の
お
力
添
え
で
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
」
と
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
総
代
会
は
終
了
し
た
。

　

◇
表
彰
式
◇

　

総
代
会
後
に
開
か
れ
た
「
第

　

回
組
合
員
･
従
業
員
･
職
員

３１表
彰
式
」
は
毎
年
、
同
工
業
組

合
の
重
要
な
行
事
の
一
つ
と
し

て
実
施
。
電
気
工
事
の
発
展
に

貢
献
し
た
人
や
電
気
工
事
の
確

保
に
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
人
に
贈
る
組
合
員
表
彰
、
仕

事
上
優
良
な
人
に
贈
る
従
業
員

表
彰
、　

年
以
上
勤
続
し
、
他

１０

の
模
範
と
な
る
組
合
員
職
員
表

彰
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
組
合
員
表
彰　
１８

人
、
従
業
員
表
彰　

人
、
職
員

３１

表
彰
１
人
の
合
計　

人
が
村
上

５０

理
事
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

　

式
典
は
、
池
久
保
典
也
池
久

保
電
工
社
社
長
が
司
会
を
つ
と

め
、
来
賓
と
し
て
山
岡
博
中
国

電
力
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
本
部
配

電
専
任
部
長
の
ほ
か
、
谷
口
雅

村
上
誠
理
事
長
あ
い
さ
つ

　

昨
年
、
理
事
長
に
就
任
し
た

が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
１

年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
情
勢

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、

景
気
が
高
揚
し
、
我
々
の
業
界

も
多
少
で
は
あ
る
が
、
上
昇
気

流
に
乗
っ
た
兆
し
が
見
え
つ
つ

あ
る
。
組
合
員
企
業
も
同
様

に
、
減
少
傾
向
か
ら
多
少
で
は

あ
る
が
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
一
種
電
気
工
事
士

定
期
講
習
は
、
同
じ
よ
う
な
講

習
実
施
機
関
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
選
ば
れ
る
よ
う
に
我

々
も
努
力
を
払
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
当
工
組
は
今
年
度

創
立　

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

５０

な
っ
た
。
来
年
に
は　

周
年
の

５０

行
事
を
計
画
し
て
お
り
、
皆
様

方
と
と
も
に
、
お
祝
い
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
盛
大
な
お

祝
い
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お

願
い
し
た
い
。

　

総
代
会
は
ま
ず
、
木
村
鐵
男

専
務
理
事
の
司
会
で
は
じ
ま

り
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
村
上

理
事
長
は
、
日
ご
ろ
の
組
合
へ

の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
と

と
も
に
、
昨
今
の
景
況
に
触
れ

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
我
々

の
業
界
も
多
少
で
は
あ
る
が
、

上
昇
気
流
に
乗
っ
た
兆
し
が
見

え
つ
つ
あ
る
」
と
現
状
を
認

識
。
続
け
て
、
来
年
迎
え
る
組

合
創
立　

周
年
に
も
言
及
し
、

５０

「
盛
大
な
お
祝
い
に
し
た
い
」

と
周
年
記
念
計
画
の
一
端
を
披

露
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
選
出
に
移

り
、
恒
例
に
よ
っ
て
、
村
上
理

事
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
案

審
議
が
始
ま
っ
た
。

　

今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は

「
平
成　

年
度
事
業
報
告
、
決

２５

算
」
や
「
平
成　

年
度
事
業
計

２６

画
案
、
予
算
案
」
、
「
総
代
と

役
員
の
補
充
」
な
ど
８
議
案
。

　

各
議
案
は
、
担
当
者
か
ら
詳

細
に
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

出
席
者
に
諮
ら
れ
た
後
、
す
べ

て
承
認
･
可
決
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
「
総
代
と
役
員

の
補
充
」
に
つ
い
て
は
、
竹
原

支
部
の
総
代
が
１
人
欠
員
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
電
工

業
㈱
の
山
野
隆
明
社
長
が
候
補

者
と
し
て
提
示
さ
れ
、
承
認
･

可
決
。
ま
た
、
役
員
の
補
充
に

つ
い
て
も
同
様
に
山
野
氏
が
選

任
さ
れ
た
。

　
　

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

２６
て
は
、
次
の　

項
目
を
推
進
す

１０

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
組
織
の
強
化
と
充
実

　

･
電
気
工
事
業
全
国
大
会
へ

研
修
参
加
（
Ｈ　

年　

月　

日

２６

１１

２９

東
京
）

　

･
組
合
創
立　

周
年
記
念
式

５０

典
の
実
施
（
Ｈ　

年
２
月　

２７

２４

日
）

　

②
安
全
管
理
の
徹
底
と
ゼ
ロ

災
害
の
達
成

　

③
電
気
工
事
施
工
品
質
の
向

上
（
不
適
切
工
事
･
行
為
の
撲

滅
と
施
工
証
明
へ
の
対
応
）

関西電気工事工業会
青 年 部 連 合 会 第第４４回通常総会回通常総会

創
立　

周
年
記
念
式
典

５０

来

年

２
月　

日
２４

広 島
電工組 第第３４３４期通常総代会期通常総代会

　

広
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合
は
５
日
、
市
内
中
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
「
第　

期
３４

通
常
総
代
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
中
で
、
組
合
が
来
年
創
立　

周
年
を
迎
え
る
こ
と

５０

か
ら
そ
の
記
念
式
典
を
来
年
２
月　

日
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
青
年
部
研
修
交
流
会
の

２４

実
施
と
い
っ
た
新
年
度
事
業
計
画
の
ほ
か
、
役
員
欠
員
に
伴
う
補
充
な
ど
８
議
案
が
上

程
さ
れ
す
べ
て
承
認
･
可
決
し
た
。

総代会会場

総
代
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
村
上

理
事
長

総
代
会
閉
会
の
辞
を
述
べ
る
本

計
副
理
事
長

表
彰
式

来
賓
祝
辞
･
上
か
ら
山
岡
中
国
電
力
配
電
専
任
部
長
、

金
口
広
島
県
議
会
議
員

乾
杯
の
音
頭
を
と
る
谷
口
中
国

電
力
所
長
㊦
と
一
同
乾
杯

中
締
め
を
行
う
梅
澤
副
理
事
長

司
会
を
務
め
る
木
村
専
務
理
事役員一同

記
念
撮
影


